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1. 機器・配管系の設備の既工認からの構造変更について 

本資料では，島根原子力発電所第２号機の建設工認又は改造工認で認可されている構造か

らの変更点のうち，耐震性に影響のあるものをまとめている。 

既工認から構造変更した設備の一覧を表１に示す。また，これらの変更の概要を２項に示

す。 
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表１ 既工認からの構造変更実績のある設備の一覧表 

施設・設備名称 構造変更の概要 備考 

原子炉格納容器 スタビライザ ・フランジボルトの材質変更 添付図１ 

電気配線貫通部 ・支持構造物を追設 添付図２ 

残留熱除去系ストレーナ 

高圧炉心スプレイ系ストレーナ 

低圧炉心スプレイ系ストレーナ 

・サポートに補強リブを追設 添付図３ 

残留熱除去系熱交換器 ・ラグ周辺に支持構造物を追設 

・下部サポートを追設 

添付図４ 

燃料プール冷却系熱交換器 ・胴の脚付け根部の当板を拡張 添付図５ 

原子炉補機冷却系熱交換器 ・胴の脚付け根部の当板を拡張 

・脚底板の周囲に耐震補強サポ

ートを追設 

添付図６ 

高圧炉心スプレイ補機冷却系熱交換器 ・胴の脚付け根部の当板を拡張 添付図７ 

非常用ディーゼル発電設備ディーゼル燃料

デイタンク 

・胴の脚付け根部の当板を拡張 添付図８ 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備デ

ィーゼル燃料デイタンク 

・胴の脚付け根部の当板を拡張 添付図９ 

制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット ・架構部に補強部材を追設 添付図 10 

原子炉補機海水ポンプ ・長尺化（引き波対策） 

・支持構造物の構造及び位置変

更 

添付図 11 

高圧炉心スプレイ補機海水ポンプ ・長尺化（引き波対策） 

・支持構造物の構造及び位置変

更 

添付図 12 

圧力低減設備 ダウンカマ ・補強リブを追設 添付図 13 

ベントヘッダ ・支持構造物を取替 添付図 14 

ベント管 ・補強リブを追設 添付図 15 

サプレッションチェンバスプレイ管 ・補強リブを追設 添付図 16 

燃料取替機 ・トロリ補強 

・ブリッジ及びトロリ脱線防止

ラグ補強 

・走行レール交換 

添付図 17 

原子炉建物天井クレーン ・落下防止ラグ及びトロリスト

ッパの形状変更 

添付図 18 

配管系 

・配管：格納容器フィルタベント系配管（配

管改造の例） 

・サポート：残留熱除去系配管 

（サポート補強の例） 

・配管の追設 

・弁の追設 

添付図 19 

・サポートの追設及び強化 添付図 20 

原子炉浄化系補助熱交換器 ・胴の脚付け根部の当板を拡張 

・脚へのサポート追設 

添付図 21 
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なお，建設時に工認対象外の設備で今回工認の耐震計算書対象（別添含む）となっている

設備のうち，構造を変更している設備については以下のとおり。 

〇サプレッションチェンバアクセスハッチ（図書目録番号：Ⅵ-2-9-2-9） 

 Ｓクラス施設及び重大事故等対処設備として構造健全性を担保するため改造を実施する

（補強リブを追設）。添付図 22参照。 

〇非常用ディーゼル発電設備Ａ-ディーゼル燃料貯蔵タンク（図書目録番号：Ⅵ-2-10-1-2-

1-7）

Ｓクラス施設及び重大事故等対処設備として構造健全性を担保するため改造を実施する

（胴の脚付け根部の当板を拡張）。添付図 23参照。 

〇高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備ディーゼル燃料貯蔵タンク（図書目録番号：Ⅵ-

2-10-1-2-2-6）

Ｓクラス施設及び重大事故等対処設備として構造健全性を担保するため改造を実施する

（胴の脚付け根部の当板を拡張）。添付図 24参照。 

〇チャンネル着脱装置（図書目録番号：Ⅵ-2-11-2-7-3） 

波及的影響の対象設備として基準地震動Ｓｓに対する構造健全性を担保するためリプレ

ースを実施する。 

〇チャンネル取扱ブーム（図書目録番号：Ⅵ-2-11-2-7-4） 

波及的影響の対象設備として基準地震動Ｓｓに対する構造健全性を担保するためリプレ

ースを実施する。 

○制御棒貯蔵ハンガ（図書目録番号：Ⅵ-2-11-2-7-5）

波及的影響の対象設備として基準地震動Ｓｓに対する構造健全性を担保するため改造を

実施する。添付図 25参照。 

○中央制御室天井照明（図書目録番号：Ⅵ-2-11-2-7-10）

波及的影響の対象設備として基準地震動Ｓｓに対する構造健全性を担保するためリプレ

ースを実施する。 

〇タービン補機冷却系熱交換器（図書目録番号：Ⅵ-2-11-2-7-11） 

 波及的影響の対象設備として基準地震動Ｓｓに対する構造健全性を担保するため改造を

実施する（固定脚底板に耐震補強サポートを追設）。添付図 26参照。 

○主排気ダクト（図書目録番号：Ⅵ-2-11-2-7-13）

波及的影響の対象設備として基準地震動Ｓｓに対する構造健全性を担保するため改造を

実施する。添付図 27参照。 

○取水槽ガントリクレーン（図書目録番号：Ⅵ-2-11-2-7-14）

波及的影響の対象設備として基準地震動Ｓｓに対する構造健全性を担保するため改造を

実施する。添付図 28参照。 

○除じん機（図書目録番号：Ⅵ-2-11-2-7-15）

波及的影響の対象設備として基準地震動Ｓｓに対する構造健全性を担保するためリプレ

ースを実施する。 
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２．添付資料 

 構造変更した設備の変更の概要について添付－１に示す。 
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構造変更した設備の変更の概要 

添付図１．原子炉格納容器（スタビライザ） 

変更前 変更後 備考 

耐震補強（フランジボルトの

強度向上）を目的とし，フラ

ンジボルトを材質変更

(SNCM439→SNB24-1)

図中変更なし 

フランジボルト取替

添付―１ 
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添付図２．原子炉格納容器（電気配線貫通部） 

変更前 変更後 備考 

耐震補強（水平方向（軸直角方

向）の剛構造化）を目的とした

支持構造物の追設 

（対象貫通部：X-100A～D， 

X-101A～D，X-102A～E，

X-103A～C，X-104A～D，X-

105A～D）追加支持構造物

追加支持構造物の例

正面図上面図

原子炉建物

スリーブ（電気配線貫通部）

追加支持構造物
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添付図３．残留熱除去系ストレーナ，高圧炉心スプレイ系ストレーナ，低圧炉心スプレイ系ストレーナ 

変更前 変更後 備考 

耐震補強（サポートの強度向

上）を目的とし，サポートに補

強リブを追設 
原子炉格納容器シェル部

ストレーナ

サプレッションチェンバ補強リングコネクタ

サポート

サポート形状

：追設補強リブ

原子炉格納容器シェル部

ストレーナ

サプレッションチェンバ補強リングコネクタ

サポート



8 

添付図４．残留熱除去系熱交換器 

変更前 変更後 備考 

耐震補強を目的とし，以下の構

造変更を実施 

・ラグ周辺に耐震補強サポー

トを追設（剛性向上及びラグ

の回転拘束）

・下部サポートを追設（水平方

向の変位拘束） 
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添付図５．燃料プール冷却系熱交換器 

変更前 変更後 備考 

・耐震補強（胴の脚付け根部の

応力低減）を目的とし，胴の脚

付け根部の当板を拡張 

当板拡張 
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添付図６．原子炉補機冷却系熱交換器 

変更前 変更後 備考 

耐震補強を目的とし，以下の構

造変更を実施 

・胴の脚付け根部の当板を拡

張（胴の脚付け根部の応力低

減）

・脚底板の周囲に耐震補強サ

ポートを追設（脚底面のせん

断荷重を基礎ボルトに作用

させないための補強）

当板拡張 
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添付図７．高圧炉心スプレイ補機冷却系熱交換器 

変更前 変更後 備考 

耐震補強（胴の脚付け根部の応

力低減）を目的とし，胴の脚付

け根部の当板を拡張 
当板拡張 
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添付図８．非常用ディーゼル発電設備ディーゼル燃料デイタンク 

変更前 変更後 備考 

耐震補強（胴の脚付け根部の応

力低減）を目的とし，胴の脚付

け根部の当板を拡張 

当板拡張 
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添付図９．高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備ディーゼル燃料デイタンク 

変更前 変更後 備考 

耐震補強（胴の脚付け根部の応

力低減）を目的とし，胴の脚付

け根部の当板を拡張 

当板拡張 
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添付図 10．制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット 

変更前 変更後 備考 

耐震補強（剛構造化）を目的と

した補強部材の追設 

追加補強部材 
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添付図 11．原子炉補機海水ポンプ 

変更前 変更後 備考 

・引き波対策に伴うポ

ンプの長尺化

・ポンプ棚撤去及び支

持構造物の構造及び

位置変更

長尺化 

支持構造物位置変更 



16
 

添付図 12．高圧炉心スプレイ補機海水ポンプ 

変更前 変更後 備考 

・引き波対策に伴うポ

ンプの長尺化

・ポンプ棚撤去及び支

持構造物の構造及び

位置変更

長尺化 

支持構造物位置変更 
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添付図 13．圧力低減設備（ダウンカマ） 

変更前 変更後 備考 

耐震補強を目的とし，補強リブ

を追設 

（ダウンカマに加わる荷重の

低減，「 NS2-補 -027-10-54 

原子炉格納容器ベント系設

備の地震応答解析モデルの

精緻化等に関する補足説明

資料」参照） 

追加補強リブ 
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添付図 14．圧力低減設備（ベントヘッダ） 

変更前 変更後 備考 

耐震補強を目的とし，支持構造

物を取替 

（強度向上，「NS2-補-027-10-

54 原子炉格納容器ベント

系設備の地震応答解析モデ

ルの精緻化等に関する補足

説明資料」参照） 

支持構造物取替 
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添付図 15．圧力低減設備（ベント管） 

変更前 変更後 備考 

耐震補強を目的とし，補強リブ

を追設 

（強度向上，「NS2-補-027- 

10-54 原子炉格納容器ベン

ト系設備の地震応答解析モ

デルの精緻化等に関する補

足説明資料」参照）

追加補強リブ 
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添付図 16．サプレッションチェンバスプレイ管 

変更前 変更後 備考 

耐震補強を目的とし，補強リブ

を追設 

（スプレイ管サポートの強度

向上）

追設補強リブ 
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添付図 17．燃料取替機（波及的影響を及ぼすおそれのある設備） 

変更前 変更後 備考 

耐震補強を目的とし，以下の構

造変更を実施 

・Ａ:トロリ補強

一階柱，二階柱，二階床はりの

追加および補強

・Ｂ:ブリッジ脱線防止ラグ補

強 

片側２箇所から４箇所追加し

て計６箇所(図中赤部のラグ

を追加) 

ラグ形状変更(増厚，両フック

化)

・Ｃ:走行レール交換

レールサイズ増

・Ｄ:トロリ脱線防止ラグ補強

片側２箇所から２箇所追加し

て計４箇所(図中赤部のラグ

を追加)

ラグ形状変更(増厚，両フック

化)

Ｂ 

Ｄ 

Ｂ，Ｄ:ブリッジおよびトロリ 

脱線防止ラグ 

Ｃ 

Ｂ:ブリッジ 

脱線防止 

ラグ補強

Ｃ:走行レール交換 

Ａ:トロリ補強 

Ｄ:トロリ脱線防止 

ラグ補強

Ａ Ａ 

Ｃ 

Ｂ 

Ｄ 

ラグ（両フック化）

増厚 

Ｂ，Ｄ:ブリッジおよびトロリ 

脱線防止ラグ補強 
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添付図 18．原子炉建物天井クレーン（波及的影響を及ぼすおそれのある設備） 

変更前 変更後 備考 

耐震補強を目的とし，脱線防

止ラグ及びトロリストッパの

形状を変更（鉛直荷重が作用

しない構造へ変更） 

Ａ:落下防止ラグの形状 

トロリ

ストッパ

トロリ

ガーダ 

トロリ

ガーダ 

トロリ
ストッパ

Ａ:落下防止ラグの形状 
Ｂ:トロリストッパの形状 

Ｂ:トロリストッパの形状 

Ａ:落下防止ラグ 

Ｂ:トロリストッパ 

Ａ:落下防止ラグ 

（形状変更） 

Ｂ:トロリストッパ 

（形状変更） 

落下防止 
ラグ

ガーダ 

Ａ 

Ａ Ａ 

Ａ Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

Ａ Ａ Ｂ Ｂ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ Ａ 

Ｂ Ｂ 

Ｂ Ｂ 

Ｂ Ｂ 

落下防止 
ラグ

ガーダ 
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添付図 19．配管系：配管 

変更前 変更後 備考 

配管系に対し，以下の改

造を実施 

・窒素ガス制御系と非常

用ガス処理系の連絡部を

改造し，フィルタ装置に

向かう配管を追設

・弁の新設

（例として格納容器フィ

ルタベント系配管を示

す）
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添付図 20．配管系: サポート 

変更前 変更後 備考 

耐震補強を目的とし，配

管系のサポート強化及び

サポート追設を実施

（配管の応力低減及びサ

ポートの強度向上）

（例として残留熱除去系

配管を示す）
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添付図 21．原子炉浄化系補助熱交換器（波及的影響を及ぼすおそれのある設備） 

変更前 変更後 備考 

耐震補強を目的とし，以下の構

造変更を実施 

・胴の脚付け根部の当板を拡

張（胴の脚付け根部の応力低

減）

・脚への耐震補強サポート追

設（基礎ボルトの荷重低減） （平面図）

当板拡張

（正面図）

当板拡張
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添付図 22．サプレッションチェンバアクセスハッチ 

変更前 変更後 備考 

耐震補強（サプレッションチェ

ンバアクセスハッチの剛構造

化）を目的とし，補強リブを追

設

サプレッションチェンバ

スリーブ

フランジ

ふた板ボルト

サプレッションチェンバ

スリーブ

フランジ

ふた板ボルト

補強リブ

補強リブ スリーブ

Ａ Ａ

Ａ－Ａ矢視図
：追設補強リブ
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添付図 23．非常用ディーゼル発電設備Ａ-ディーゼル燃料貯蔵タンク 

変更前 変更後 備考 

耐震補強（胴の脚付け根部の応

力低減）を目的とし，胴の脚付

け根部の当板を拡張 当板拡張 
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添付図 24．高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備ディーゼル燃料貯蔵タンク 

変更前 変更後 備考 

耐震補強（胴の脚付け根部の応

力低減）を目的とし，胴の脚付

け根部の当板を拡張 
当板拡張 
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添付図 25．制御棒貯蔵ハンガ（波及的影響を及ぼすおそれのある設備） 

変更前 変更後 備考 

制御棒落下防止を目的とし，治

具を追設 

（平面図） 

（正面図） （側面図） 
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添付図 26．タービン補機冷却系熱交換器（波及的影響を及ぼすおそれのある設備） 

変更前 変更後 備考 

・耐震補強（基

礎ボルトの荷

重低減）を目的

とし，固定脚底

板に耐震補強

サポートを追

設

・波及的影響防

止（転倒防止）

の観点から胴

は評価対象外
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添付図 27．主排気ダクト（波及的影響を及ぼすおそれのある設備） 

変更前 変更後 備考 

Ａ－Ａ矢視図 Ｂ－Ｂ矢視図 Ａ－Ａ矢視図 Ｂ－Ｂ矢視図 

耐震補強を目的とし，以

下の構造変更を実施 

・サポートの強化

・伸縮継手位置の変更
Ａ

Ａ

Ｂ Ｂ

２号機排気筒

主排気ダクト

Ａ
Ａ

Ｂ Ｂ

２号機排気筒

主排気ダクト
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添付図 28．取水槽ガントリクレーン（波及的影響を及ぼすおそれのある設備） 

変更前 変更後 備考 

耐震補強を目的とし，

以下の構造変更を実施 

・ガーダと脚の間にブ

レースを介して単軸

粘性ダンパを制震装

置として設置 

（「NS2-補-027-10-87

「取水槽ガントリク

レーンに設置する単

軸粘性ダンパの概要

及び設計方針」参

照） 

・脚の下部に補強板を

取付け
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変更前 変更後 備考 

・脚下部継ぎに補強板

を取付

・部材の板厚等と材質

の変更により耐震性

を向上させたホイス

トに取替

・走行レールとの取り

合い部（爪部）を補

強した転倒防止装置

に取替




